
 

 

 

 

 
      

 

 

 

令和６年度(2024 年度) 

北海道福祉のまちづくり賞 

受賞事例集 

ともに支え合う地域共生社会を目指して 

北海道福祉のまちづくり表彰は、平成 10 年「北海道福祉のまちづくり条例」の施行の年にス

タートし、今年度で 26 回目を迎えました。福祉的配慮に優れた事例を広く道民や関係事業者に

紹介し、普及啓発を図ることを目的に実施しています。 

公共的施設等の整備、障がいのある方や高齢者等の自立・社会参加の支援活動、障がいのある

方や高齢者等の自立支援や介助者の負担軽減を図るための用具の製作を奨励するべく、３部門

構成で募集を行い、「福祉のまちづくり」を推進しています。 

令和６年度(2024 年度)の受賞について 

公共的施設部門１件、活動部門５件、計６件の御応募をいただいた中から、学識経験者、福

祉・建築・市民活動等の有識者で構成する懇談会の意見聴取を経て、公共的施設部門１件、活

動部門２件、計３件を北海道福祉のまちづくり賞に選定しました。（福祉用具部門への応募は

ありませんでした。） 



                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度(2024年度) 北海道福祉のまちづくり表彰の概要 
１ 趣  旨 

誰もが安心して暮らすことができるような「福祉のまちづくり」を進めるため、福祉的配慮に優れた 
公共的施設等の所有者・設計者、障がいのある方等を支援するための活動を行っている団体及び 
障がいのある方等の自立支援や介助者の負担軽減を図る福祉用具・製品等の製作者を表彰します。 

 
２ 主  催 

北海道 
 
３ 後  援 

札幌市、北海道福祉のまちづくり推進連絡協議会 
 
４ 対  象 

○ 公共的施設部門（福祉的配慮に優れた公共的施設等） 

北海道福祉のまちづくり条例に規定する公共的施設等（※）で、道内に所在し、令和３年(2021年) 
７月１日から令和６年(2024年)６月30日までに完成したもの。 
※ 多数の人が利用する病院やスーパーマーケット、サービス付き高齢者向け住宅等の建築物、公共交通機関 

(駅舎等の施設及び車両)、公園など 

 

○ 活動部門（障がいのある方・高齢者等の自立・社会参加支援活動） 
北海道福祉のまちづくり条例の趣旨に基づき、障がいのある方・高齢者等の自立と社会参加を支援 

するために、道内で取り組まれている活動。 
 

○ 福祉用具部門（福祉用具、製品等） 
道内において研究開発又は製作された、障がいのある方や高齢者等の自立支援や介助者の負担軽減を 

図るための用具(福祉用具、製品等)。 
 
５ 応募方法 

所定の応募用紙を提出。他薦も可。 
 
６ 募集期間 

令和６年（2024年）４月25日（木） ～ 令和６年（2024年）６月24日（月） 
 
７ 北海道福祉のまちづくり懇談会構成員（五十音順） 

佐 藤 克 之  北翔大学 名誉教授 
三 瓶  徹   社会福祉法人 北海長正会 理事長 

白 石  淳   北海道医療大学 看護福祉学部 教授 
三 井 愛 子  障がい当事者講師の会 すぷりんぐ 事務局長 
山 本 明 恵  一般社団法人あんしん住まいサッポロ 理事 

 
８ 懇談会経過等 

第１回懇談会        ７月19日（金） 
公共的施設部門現地確認   ８月 ９日（金） 
第２回懇談会        ８月28日（水） 
表彰式           10月23日（水） 

 
９ お問い合わせ先 

北海道保健福祉部福祉局地域福祉課企画調整係 
〒060-8588 札幌市中央区北３条西６丁目 
ＴＥＬ 011-231-4111（内線25-613） / ＦＡＸ 011-232-4070 



令和６年度( 2 0 2 4年度) 北海道福祉のまちづくり賞
（公共的施設部門）

所有者：南幌町
設計者：株式会社 創建社

所在地：南幌町美園３丁目１

遊戯エリア

南 幌 町
子 ど も 室 内 遊 戯 施 設

は れ っ ぱ

受賞者の声

季節や天候を問わず、幅広い世代の方がいつでも安心して利用できる交流

拠点施設として整備しました。これからも、町内外から訪れる多くの方が笑

顔で楽しめる施設となるよう、施設運営に努めて参ります。

【緑あふれる自然環境で、子どもを育み誰もが集う交流の室内遊戯施設】
のどかな農業地帯と振興住宅地に隣接する公園内に建設された子ども室

内遊戯施設「はれっぱ」は「はぐくむ・かんじる・であう・あんしん」の
テーマが見える。木の香りあふれる施設内は大きなガラス面を通して四季
の移り変わりを感じることができ、交流エリア、体験エリア、遊戯 エリア
は多目的要素があり活用の幅を広げる。

子どもの視点と利用者の利便性を重視した福祉的配慮が整備され、誰 も
が安心して楽しめる施設であり、子育て支援に取り組む南幌町のまちづく
りが高く評価された。

多機能ＷＣ交流エリア・体験エリア



令和６年度( 2 0 2 4年度) 北海道福祉のまちづくり賞
（活動部門）

札幌市北区あいの里４条７丁目１番１号
札幌市北区あいの里５条３丁目１番３号

ステージ発表

北 海 道 札 幌 あ い の 里
高 等 支 援 学 校

北 海 道 教 育 大 学 札 幌 校

受賞者の声

地域の人が協働するイベントを本校と教育大を中心に運営しました。たく

さんの参加者を見て感動しましたし、活動への充実感を得ることができまし

た。今後も地域の人が つながりの輪を広げられるよう取り組んでいきます。

【子どもからお年寄りまでが参加し、地学協働の中心的な活動を実践】
「参加者それぞれが主役になって自己実現する場」「障がいがあるなし

ではなく、学生からお年寄りまで、様々な人が必要とされながら関わり合
える場」の２点を目指して活動。札幌市北部の地域活性化を目指し、様々
な人が関われるコミュニティを作ることで、共生社会の実現につながる取
組を行っている。

高等支援学校が中心となり、地域・大学などと連携を深めながら取り組
み、多くの人が参加している活動であることが高く評価された。

出展ブースキッチンカー販売

所在地：



令和６年度( 2 0 2 4年度) 北海道福祉のまちづくり賞
（活動部門）

所在地：余市郡余市町黒川町５丁目４３番地

JR余市駅直結の売店「エルラプラザ」
でのタータン販売の様子

一 般 社 団 法 人
余 市 観 光 協 会

受賞者の声

こ の 度 の 受 賞 は 、 余 市 養 護 学 校 を は じ め 多 く の 方 々 と 共 に 取 り 組 ん だ 余 市

タ ー タ ン を 活 用 し た 商 品 作 り が 評 価 さ れ た 結 果 で す 。 地 域 の 魅 力 を 広 め 、 福

祉 と 連 携 し た ま ち づ く り に 貢 献 で き る こ と を 大 変 光 栄 に 思 い ま す 。

【Yo i c h iタータンを通じて、誰もが笑顔で暮らせる町づくりを！】
町の宝物「りんごの赤」「余市湾の青」「波と雲の白」を表現した格子

柄の Y o i c h i タータン生地を活かした商品開発を養護学校と連携して行っ
ており、ＪＲ余市駅店舗への社会見学や地域の清掃活動への参加、地域住
民との触れ合いなど、生徒の外出の機会増加や町民との交流の機会拡大に
貢献している。

余市町の資源を活用し、学校や施設、事業者の連携による商品開発など、
つながりとともに地域を盛り上げる取組が高く評価された。

コサージュを試作する
余市紅志高校の生徒

タータンクリップを制作する
(合)新星あおぞらの利用者


